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稀
に
み
る
好
天
に
恵
ま
れ
、

連
日
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う

仮
本
殿
で
迎
え
る
最
初
で
最
後
の
正
月
、
近
年
稀
に
見
る
好
天

に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
本
年
は
三
箇
日
後
の
四
日
、
五
日
に
土
曜
、
日

曜
が
重
な
る
長
期
の
連
休
と
な
り
、
多
く
の
初
詣
参
拝
者
で
賑
わ
っ

た
。平

成
二
十
六
年
「
甲
午
」
、
皇
紀
二
千
六
百
七
十
四
年
は
、
新
し

き
年
の
初
め
を
告
げ
る
大
ー
）
〖
国
三
寄

.
-
.
：
ゞ
｀
し
．
―
＿

太
鼓
が
境
内
に
鳴
り
響
く

と
同
時
に
神
門
が
開
か
れ
、
雲
：
・
]
.
]
●
謬
●

初
詣
の
人
々
の
波
が
怒
涛
疇
亨
』
·
{

の
如
く
仮
本
殿
に
広
が
っ
き
＇
ぷ
註
炉

●r
6
、
『
っr
.

ヽ
しr
9
そ.. 

た
。
柏
手
を
打
ち
、
両
手
荘
．
p
←

》
．
｀
•
た
も
．

を
合
わ
せ
、
宗
像
大
神
に
忍
百

祈
る
参
拝
者
の
熱
気
が
境
翠
・
｛

内
に
満
ち
溢
れ
た
。
窄
[
]
-

元
旦
午
前
零
時
に
は
、
元
年
~
．

ご

恒
例
の
九
州
旅
客
鉄
道
株
-
·
t

r

ジ
·

式
会
社
の
新
年
一
番
祈
願

＊
宗
像
会甘
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

□
閂
f
T
『
国
〔
]

て
も
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
東
京
国
立

博
物
館
で
は
「
国
宝
大
神
社
展
」
が
開
催
さ

れ
二
十
万
人
も
の
拝
観
者
を
迎
え
、
好
評
を

博
し
、
今
年
、
九
州
国
立
博
物
館
で
も
一
月

一
五
日s
-―
＿
月
九
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
全
国

の
神
社
の
宝
物
が
か
つ
て
な
い
ス
ケ
ー
ル
で

展
示
さ
れ
て
い
る
▼
神
社
神
道
は
、
稲
作
文

化
を
中
心
に
日
本
の
美
し
い
四
季
の
変
化
な

ど
、
す
べ
て
自
然
と
の
関
係
の
中
で
誕
生
し

た
も
の
で
、
日
本
人
の
繊
細
な
感
覚
や
人
間

的
や
さ
し
さ
は
、
こ
の
自
然
を
母
体
と
し
て

ゆ
い
つ
し
ん
め
い
づ
く

い
る
。
神
宮
に
代
表
さ
れ
る
唯
一
神
明
造
り

の
木
目
の
美
し
さ
、
素
朴
さ
を
尊
ぶ
白
木
造

り
も
自
然
崇
拝
か
ら
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
▼
本
居
宣
長
は
日
本
の
神
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
べ
て
神
と
い
う
も

の
は
、
古
く
か
ら
の
書
に
書
か
れ
て
い
る
天

地
の
諸
々
の
神
た
ち
を
含
め
て
、
そ
れ
を
祭
っ

て
い
る
社
に
坐
す
御
需
も
神
と
い
い
、
ま
た

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鳥
獣
木
草
の
た
ぐ

い
海
山
な
ど
、
そ
の
ほ
か
何
で
も
、
世
の
常
な

ら
ず
優
れ
て
い
て
徳
の
あ
る
、
か
し
こ
き
も

の
を
神
と
い
う
（
古
事
記
伝
）
て
つ
ま
り
、
霊

威
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
自
然
の
万

物
が
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本

の
神
社
神
道
は
教
祖
・
教
義
・
経
典
を
持
た
な

い
。
あ
る
が
ま
ま
に
神
の
存
在
に
触
れ
、
感

応
す
る
日
本
人
固
有
の
精
神
文
化
の
姿
と
言

え
る
了
現
在
、
九
州
国
立
博
物
館
で
開
催
中

の
「
国
宝
大
神
社
展
」
を
御
覧
戴
き
日
本
古
来

か
ら
受
継
が
れ
て
い
る
神
社
神
道
の
歴
史
の

一
端
に
触
れ
て
戴
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
杉
）神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

蛛式会社ク江組
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宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 



第636号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 屑し 2
 

平成26年2月 1 日土曜日
,-.=~ ｷ. .. --: . -~・一． • ., ~ • 

祭
が
斎
行
さ
れ
、
引
き
続
き
各
団
二
巫
女
見
習
七
十
名
が
応
対
、
神
酒
一

体
参
拝
の
新
年
祈
願
が
執
り
行
わ
二
授
与
所
で
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
甘
一

れ
た
。
こ
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
年
明
け
の
賑
一

儀
式
殿
に
お
い
て
は
家
内
安
全
了
わ
い
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
i

や
厄
除
け
、
祈
願
殿
で
は
交
通
安
一
午
前
九
時
に
は
辺
津
宮
に
お
い
一

全
祈
願
祭
が
次
々
に
斎
行
さ
れ
、
二
し
元
旦
祭
が
、
高
向
宮
司
以
下
神
一

仮
本
殿
前
、
祈
願
殿
内
、
福
み
く
こ
職
の
奉
仕
に
よ
り
斎
行
さ
れ
、
沖
一

じ
の
各
社
頭
で
は
、
神
職
と
巫
女
、
こ
津
宮
と
中
津
宮
で
も
同
様
に
執
り
一

·
行
わ
れ
、
三
宮
そ
れ
ぞ
一

れ
で
皇
室
の
弥
栄
、
国
i

民
の
安
泰
が
祈
念
さ
[

れ
た
。暖

か
い
気
温
も
重
：
見
受
け
ら
れ
た
。

な
り
、
午
前
八
時
過
一
四
、
五
日
は

ぎ
頃
に
は
例
年
よ
り
丁
土
・
日
曜
が
一
安
が
重
な
っ
た
た
め
か
、
一

早
く
大
駐
車
場
も
満
i
重
な
り
、
五
ー
ー
も
う
一
度
正
月
が
来
た
一

於

車
、
参
道
は
ゆ
っ
く
り
二
目
迄
初
詣
参
パ
ょ
う
な
想
定
を
超
え
一

と
し
た
長
い
列
が
つ
づ
」
拝
は
分
散
化
＾
る
賑
わ
い
と
な
っ
た
。
i

き
、
各
授
与
所
の
御
丁
し
、
会
社
・
団
＿
正
月
警
備
に
は
、
本
一

社
頭
も
縁
起
物
や
御
口
体
の
仕
事
始
め
~
年
も
宗
像
市
消
防
団
・
一

神
札
・
御
守
り
を
求
二
り
参
拝
が
、
最
も
ふ
く
ろ
う
部
隊
・
宗
像
警
一

め
る
参
拝
者
で
埋
め
こ
果
中
し
た
の
は
六
日
察
署
の
御
協
力
に
よ
り
、
大
き
一

尽
く
さ
れ
た
。
二
月
）
で
あ
っ
た
。
「
な
問
題
も
な
く
滞
り
無
く
正
月
を
i

本
殿
参
拝
の
後
、
一
十
一
日
か
ら
の
三
連
休
は
、
ス
こ
於
え
る
事
が
出
来
た
。
一

宗
像
大
神
降
臨
の
地
i
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
新
年
祈
願
や
企
一
今
年
の
正
月
は
、
仮
本
殿
で
迎
i

で
あ
る
「
高
宮
祭
場
」
、
」
業
の
成
人
祭
、
各
地
か
ら
の
初
詣
一
え
る
最
初
で
最
後
の
正
月
で
あ
っ
一

沖
津
宮
の
分
霊
を
祀
る
ロ
ハ
ス
ツ
ア
ー
で
の
団
体
参
拝
が
続
丁
た
が
、
近
年
稀
に
見
る
、
好
天
に
恵
一

「
第
二
宮
」
、
中
津
宮
：
き
、
連
休
中
は
概
ね
天
候
に
恵
ま
二
ま
れ
全
般
的
に
大
き
な
崩
れ
と
は
一

の
分
霊
を
祀
る
「
第
三
丁
れ
、
境
内
は
晴
れ
着
姿
の
新
成
人
：
な
ら
ず
、
例
年
に
も
増
し
て
多
く
一

宮
」
へ
参
拝
す
る
若
者
丁
も
加
わ
り
華
や
い
だ
賑
わ
い
を
み
二
り
参
拝
者
で
大
い
に
賑
わ
い
を
み
[

や
女
性
の
方
も
多
く
口
せ
た
。
特
に
十
二
日
は
、
好
天
、
大
：
せ
た
。
一
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十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時
、
二
り
時
代
に
伊
邪
那
岐
命
が
楔
さ
れ
一

神
門
前
に
て
年
越
し
の
大
祓
式
、
丁
た
こ
と
に
発
す
る
と
い
わ
れ
、
奈
一

続
い
て
仮
本
殿
に
て
除
夜
祭
が
斎
：
良
時
代
に
は
大
宝
律
令
に
よ
り
正
一

行
さ
れ
た
。
二
式
な
宮
中
の
年
中
行
事
と
さ
れ
た
[

当
大
社
で
は
七
月
三
十
一
日
、
二
国
家
的
神
事
で
あ
り
、
太
古
よ
り
i

十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
「
大
i
行
わ
れ
て
い
る
祓
い
の
神
事
で
あ
i

祓
式
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
七
月
：
る
。
現
在
で
は
宮
中
・
神
宮
を
始
[

を
災
難
消
除
、
農
作
物
の
豊
作
を
『
め
全
国
の
神
社
で
行
わ
れ
て
い
る
。
一

祈
る
「
夏
越
の
大
祓
式
」
、
十
二
月
一
定
刻
、
新
年
を
迎
え
る
準
備
が
i

を
一
年
の
罪
・
椴
れ
を
祓
い
清
々
し
]
翌
っ
た
神
門
前
に
参
拝
者
が
続
々
一

い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
て
い
た
i
と
詰
め
か
け
、
連
日
の
厳
し
い
寒
さ
[

だ
く
「
師
走
の
大
祓
式
」
と
呼
ん
で
口
に
比
べ
る
と
天
候
に
恵
ま
れ
寒
さ
一

い
る
。
こ
の
「
大
祓
式
」
は
、
神
話
：
が
和
ら
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
新
年
一

を
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
i

え
よ
う
と
い
う
参
列
者
の
i

列
が
太
鼓
橋
を
越
え
る
ま
一

で
続
い
た
。
高
向
宮
司
以
一

下
神
職
が
参
進
、
ま
ず
葦
i

津
権
宮
司
が
大
祓
詞
を
奏
一

上
、
続
い
て
参
列
者
各
人
一

に
配
ら
れ
た
「
切
麻
」
で
祓
一
い
表
情
が
溢
れ
て
い
た
。

い
、
続
い
て
「
祓
物
」
に
息
一
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
を

吹
を
吹
き
か
け
て
切
り
裂
二
爾
行
。
今
年
一
年
い
た
だ
い
た
宗

き
、
天
・
地
・
人
形
を
「
大
こ
像
大
神
様
の
御
加
護
に
感
謝
し
、

麻
」
に
て
祓
い
清
め
た
。
：
皇
室
・
国
家
の
繁
栄
、
世
界
の
恒

参
列
さ
れ
た
小
さ
な
子
丁
久
平
和
、
氏
子
崇
敬
者
皆
様
方
の

供
か
ら
年
配
の
方
ま
で
、
二
J
健
勝
を
祈
念
し
、
平
成
二
十
五

神
事
を
終
え
る
と
清
々
し
こ
ヰ
の
諸
祭
儀
は
全
て
終
了
し
た
。
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ご，り 間飾 行人める活年人
の‘大う祭‘故す末口宗
初福晦の、、各郷る年約像
詣み日か厄同大人始七大
参くこ慣除年島々に三社
拝じ h 例け患合がな 0 中
胃贋晶考儡門り房虐氣悶
為所・て祈正成香島前が
の設境ぃ願月人りを大鎮
参営内るを中式泌離島座
道、の°執にをみれはす
電夜装 り成始入生、る

たへる号 年夜大ら賛飾
。とと鼓午の祭祓れ会等

ヘニニ--．．．一 P, L s 進初が前祭が式‘のが

悶隈閾悶虐馨社 奈：塁 9 口； ！悶［召靡
盃:,~直累墨 年悶胃境無九続時畠悶
支示のく例授は のは神内く き神仕奉
像奉じの与、 祈次門に悶平本門に賛

1 店農仕授----,さ正 り々が年 感殿前よ会
よ業に与中れ月 をと開明負—にでり・
り協よ所津るの 捧穂かけナこ十て年設同

、日は同り一宮と縁 け則れの。五除越え翼
.............................................................................................................................................................................. 

偲行願併 歓斎晴オまてがミ成が た安祭野ら 省ら鰤は産網め授特
びさ祭宗三す行厄‘た新中竺人執二゜泰をの献午者で大野が船寄か別
‘れが像日るさの四、成津＝六り日 ‘斎幸上前をは根菜寒団せろ協
併‘高漁‘人れ同士そ人宮万名行、 国行等さ七温累邑竺鰤のたう賛

羊蜜〖［王〖胃［ふ品 99 唸 9 鯰 9 蓋攣委勧謡祗j[9: [ : [; 初魯胃斎塁饂互雲旱と祝、等恩儡駆 が弥さ穂にだ輩右詈盟組塁塁可
頭、皇臭犀虹嬰食の：：：、福愚委師＋晶 雙塁九ぷ髯 拝天両詞宮焚悶閲
；硲羞胃馨だ麦：儡土足胃覧弱謡今 算嬰貧畠塁 芯唇贋誓菜魯羞嬰

.................................................................................................................... 

上者協あ にれ所用後願迎 安
げ各賛た中賑‘を車に祭え又全
ま位をり津ゎ還廻両竺がる‘‘
すに頂‘宮ぃ暦りのノ盛五十漁
゜はき多正虞嘉なお鳥大十―業
衷ま大月せ福が祓居に三日繁
宝 K 怠畠t：〗負茎畏胄麿且贋
り氏ご祭 と酒ししさ還今祈
御子協典 ±f:が‘Jてゞれ暦年念
晶康力胃 呈目胃『霰：塁［
し敬ごに いわ各ド典祈を。

舟＇璽鵬µ

（
有
）
箱
崎
塗
装
工
業
所
神
り
鏡
三
枚
を
調
製
奉
仕

現
在
修
復
中
の
総
社
・
辺
津
宮
本
殿
の

神
鏡
三
枚
を
、
昨
年
七
月
の
皇
太
子
殿
下

御
参
拝
時
に
神
門
扉
菊
花
紋
調
製
の
奉
仕

を
い
た
だ
い
た
、
⑰
箱
崎
塗
装
工
業
所
に

今
回
も
依
頼
し
、
美
し
く
調
製
さ
れ
た
。

約
四
十
年
経
過
し
、
劣
化
が
見
受
け
ら

れ
た
神
鏡
は
、
高
度
な
技
術
を
駆
使
し
真

心
込
め
た
御
奉
仕
に
よ
り
、
新
調
し
た
か

の
よ
う
な
美
し
い
輝
き
を
取
り
戻
し
、
今

年
十
二
月
、
修
復
を
終
え
た
辺
津
宮
本
殿

内
陣
に
奉
安
さ
れ
る
。

日
本
の
伝
統
技
術
を
今
に
伝
え
る
箱
崎

塗
装
工
業
所
様
の
今
後
益
々
の
御
発
展
を

御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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氏子奉幣使花田利和氏

そ
の
後
、
清
明
殿
を
会
場
に
「
鏡

開
き
」
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
雑

煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
い
た
だ
き
、
新
し

新
春
の
一
月
十
三
日
午
前
十
一
二
思
災
を
祈
っ
た
。
一
い
一
年
を
清
々
し
く
過
ご
す
事
が

時
、
氏
子
会
総
代
・
評
議
員
多
数
一
祭
典
で
は
、
氏
子
を
代
表
し
花
冨
出
来
る
と
当
大
社
を
後
に
し
た
。

の
御
参
列
の
下
、
献
米
奉
告
祭
が
二
出
利
和
氏
が
奉
幣
使
と
し
て
御
奉
一
尚
、
ご
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米

斎
行
さ
れ
、
氏
子
の
皆
様
か
ら
寄
一
仕
さ
れ
た
。
前
日
か
ら
当
大
社
に
こ
ほ
、
日
々
の
日
供
祭
を
始
め
、
諸
祭

せ
ら
れ
た
新
穀
を
御
神
前
に
献
上
二
窟
泊
、
精
進
潔
斎
の
上
、
斎
服
を
丁
典
の
神
撰
と
し
て
お
供
え
し
、
皆

し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
感
謝
す
る
：
着
装
し
て
祭
典
に
臨
ま
れ
、
宗
像
こ
様
方
の
安
全
と
繁
栄
を
ご
祈
念
致

と
共
に
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
、
無
病
丁
大
神
の
大
前
で
奉
幣
詞
を
奏
上
、
：
し
て
お
り
ま
す
事
を
ご
報
告
致
し
、

見
事
に
大
役
を
果
た
一
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
れ
た
。

祭
典
終
了
後
に
一
『
』

”
-
m
m

日
扇
gE
E
“』
-

i
花
田
利
和
氏
（
宗
像
市
池
野
）

は
、
氏
子
会
役
員
を
・

長
年
お
勤
め
い
た
だ
i

い
い
い
口
[
]
]
'
9
年1＝
嶋F
.

本
年
は
四
名
の
方
に
：
氏
子
会
副
会
長

~
松
井
善
徳
氏
（
宗
像
市
吉
田
）

感
謝
状
と
記
念
品
が
一
~
山
本
清
氏
（
福
津
市
若
木
台
）

贈
呈
さ
れ
、
参
列
し
~
ニ
氏
子
会
評
議
員

~
永
野
智
治
氏
（
宗
像
市
宮
田
）

た
氏
子
会
関
係
者
か
i

~
宮
本
昭
男
氏
（
宗
像
市
大
島
）

ら
温
か
い
祝
福
を
う
~

け
た
。

I

i
『
氏
昌

「
む
な
か
た
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」

宗
像
市
内
の
中
学
生
3
0名
が

宗
像
大
社
を
参
拝

一
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
宗
一
「
宗
像
の
魅
力
を
発
信
す
る
お

像
市
内
の
中
学
生
三
十
人
を
対
象
：
弁
当
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

に
し
た
、
初
め
て
の
「
次
世
代
リ
ー
i
九
州
新
幹
線
や
豪
華
寝
台
列
車

ダ
ー
養
成
塾
」
が
同
市
の
グ
ロ
ー
バ
i
「
な
な
つ
星
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛

ル
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
中
日
の

□
け
た
水
戸
岡
鋭
治
氏
ら
専
門
家
四

十
二
日
、
当
大
社
を
参
拝
し
、
そ
の
丁
人
の
講
義
を
受
け
、
ま
た
、
当
大
社

後
、
境
内
や
神
宝
館
を
拝
観
、
由
こ
各
J
を
訪
れ
地
域
の
歴
史
、
特
性

緒
を
は
じ
め
郷
土
宗
像
の
歴
史
を
：
を
二
泊
三
日
の
日
程
で
勉
強
し
、

学
ん
だ
。
こ
鍛
終
日
に
は
自
分
た
ち
で
考
え
た

お
弁
当
に
つ
い
て
発
表
を
行
っ

た
。こ

の
子
供
た
ち
が
、
郷
士

に
誇
り
を
持
ち
、
日
本
や
世

界
の
舞
台
で
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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松
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市
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相
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市
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松
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徳
留
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全
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木
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義
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中
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横
岡
真
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ヶ
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市

＿
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世
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ヶ
·

ー
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岡
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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＿
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紫
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＿
中
間
市

一
名
古
屋
市

ヶ

高大 床江満江吉藤松今高坂中柴小加加長吉上秋江半坂大浜末天中竹平坂郷大園岩
木橋 波崎嶋上田田尾泉木冗山部林藤藤谷田村田頭田根橋田沢野野内 根守庭川上
由富 有 美二川 美勢千雁農

芳美田智洋伸尚広健義美義信朋尚由三義 悦忠順鏡佳竜 充智 慶津道颯真鶴次晴
暢子組彦子隆美美一勝子輔夫子志紀代幸崇子明子子子美エ子子剛司子生祐弓子郎一
---------------------------------------------------------------------------------------

宗宮三 水松文 福 東羽廿直西名
／／ケケヶヶ像崎膠 ヶ 巻ヶ戸京ヶヶヶヶヶヶ//ヶ ヶ岡ヶヶヶ大曳日方宮古

市市市 町市区 リ市 阪野市市市屋

アア ）ンゞ 市市市 市
トト ケ

山長中正塩久足稲佐リ平リ平番番行吉山森船深杷小木ァ岩東前深角福南新石加立
口谷野生塚能立元々工 工 場場武澤下山越川野早村ス本 田山川川阪藤松地松
川卜は木ククク 美川マ千由本

和 ミ英隆る保雅隆ラ紘ララ常愛理忠陽 法智昭文まィ代 千美隆貴素幸謙友康
子章ノ彦宏子子彦子ラ子ララ夫子恵雄子昇子子子枝りル美誠良子美雄美夫治子之



7
 

第636号（昭租36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 屑し
--- J ·一，→ 9,  -」-· --—--- -= 

平成26年2月 1 日土曜日

（続）

5
 

8

い
し
い
た
だ
し

2
 

九州国立博物館

屈t大神社展
◆期間平成26年1 月 15日～3月9日

9』
神

ヽ ヽ

し‘
ざ

I¥ 

含

"9月『r.

lLl‘し大神i1,瓦
. I I if5竹一—-3II9ll II 

IL州l1,I;,hり物館

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
を
奉
祝
す
る
事
業
と
し
て
神
社
本

庁
が
特
別
協
力
し
、
一
月
十
五
日
よ
り
九
州
国
立
博
物
館
で
「
国
宝

大
神
社
展
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
神
社
の
協
力

の
も
と
、
国
宝
や
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
神
宝
が
数
多
く
出
展
さ
れ

ま
す
。
当
大
社
か
ら
も
沖
ノ
島
神
宝
十
三
件
を
貸
出
し
て
お
り
ま
す
。

前
号
で
芦
屋
の
田
代
恒
雄
氏
の
丁
中
央
に
日
清
戦
争
の
大
絵
馬
が
揚
一
な
い
。
一
ノ
岳
の
下
が
船
着
き
場
、

「
自
宅
の
神
社
に
」
と
書
い
た
が
、
i
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
鳥
居
等
が
見
え
る
。
下
に
は
小
屋
島

「
自
宅
近
く
の
」
が
抜
け
て
い
た
の
二
雨
漏
り
で
色
彩
が
流
れ
た
り
剥
落

□
ほ
見
え
る
が
、
他
の
岩
礁
の
と
こ
ろ

で
訂
正
す
る
。
こ
の
神
社
は
岩
津
神
□
か
酷
い
。
一
枚
で
な
く
縦
に
八
枚
の
□
か
丁
度
破
れ
て
見
え
な
い
。
絵
馬
の

社
と
い
い
、
鳥
居
の
額
に
は
岩
津
宮
こ
板
を
並
べ
て
つ
な
い
で
い
る
が
そ
れ
i
右
下
の
と
こ
ろ
に
は
参
拝
の
船
で
あ

と
あ
る
。
祭
神
は
市
杵
嶋
姫
で
あ

□
か
外
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
額
の
中
に
：
ろ
う
か
、
一
本
ず
つ
、
船
の
前
後
に
、

る
。
芦
屋
町
誌
に
よ
れ
ば
、
神
社
の
口
納
ま
っ
て
い
る
。
写
真
を
撮
っ
た
が
こ
芸
い
竿
が
立
て
ら
れ
、
日
の
丸
が
あ

創
建
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
七
一
写
り
も
悪
か
っ
た
。
そ
の
大
絵
馬
の

□
け
ら
れ
て
い
る
。
船
の
帆
柱
は
お
ろ
二
福
岡
県
の
部
）
」
が
描
か
れ
た
よ
う
了
し
て
い
る
。
小
屋
島
を
除
い
て
他
の

月
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
一
月
の
丁
上
に
、
沖
津
島
参
拝
絵
馬
が
掲
げ
ら
一
さ
れ
、
斜
め
に
置
か
れ
て
い
る
。
二

C

、
島
の
姿
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
一
岩
礁
部
は
い
ろ
い
ろ
の
名
で
呼
ば
れ

芦
屋
大
火
の
折
、
吉
永
清
三
郎
は
羅
丁
れ
て
い
る
。
右
に
「
明
治
四
十
四
年
一
沖
ノ
島
を
描
い
た
も
の
は
、
宗
像
一
の
中
に
「
官
幣
中
社
宗
像
神
社
瀧
津
二
J
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
銅
版
画
に
は

災
者
救
済
の
た
め
藩
よ
り
銀
―
二0

一
八
月
二
日
参
拝
記
念
」
と
あ
り
左
に

□
神
社
史
（
上
巻
）
に
図
版
が
あ
る
。
一
宮
大
島
村
字
沖
津
島
鎮
坐
」
の
銅
版
二
膝
原
輔
相
の
和
歌
も
そ
え
ら
れ
て

両
を
借
用
。
こ
の
弁
済
の
た
め
沖
津
一
は
「
瀧
津
宮
参
拝
」
と
あ
る
。
絵
馬
二
明
治
八
年
の
も
の
で
「
福
岡
縣
筑
前
二
画
が
あ
る
。
一
の
岳
か
ら
順
に
三
ノ
一
い
る
。

宮
に
豊
漁
を
祈
研
究
家
の
楠
本
正
氏
に
二
國
、
第
四
大
園
宗
像
郡
沖
津
嶋
鎮
二
岳
と
低
く
描
か
れ
、
一
の
岳
の
中
央
一
岩
崎
神
社
の
絵
馬
は
前
記
の
二

願
し
、
効
あ
っ
聞
い
た
ら
沖
ノ
島
を
描
い
一
坐
国
幣
中
社
宗
像
神
社
沖
津
宮
全
二
部
分
に
沖
津
宮
（
本
社
）
を
、
荒
舟
口
枚
の
絵
よ
り
島
は
少
し
ず
ん
ぐ
り

て
三
年
で
借
金
た
絵
馬
は
少
な
い
そ
う
二
圏
」
で
あ
る
。
南
方
の
海
濱
か
ら
島

□
神
社
、
鳥
居
、
建
物
群
、
下
の
船
着
一
し
て
い
る
。
瀧
津
宮
と
あ
る
の
は
、

返
済
が
で
き
で
あ
る
。
沖
ノ
島
の
こ
と
口
の
姿
を
鳥
敵
と
し
て
描
か
れ
一
ノ
嶽
一
場
も
描
か
れ
、
海
上
に
は
小
屋
島
、

□
神
社
史
に
よ
れ
ば
、
沖
津
宮
の
拝
殿

た
。
こ
の
感
謝
は
口
外
し
て
は
な
ら
な
い
二
岳
）
、
ニ
ノ
嶽
、
三
ノ
嶽
が
背
後
に
二

r

ラ
フ
ネ
岩
や
三
角
岩
、
天
狗
岩
、
一
に
こ
の
額
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
よ
う

の
た
め
岩
津
神
と
い
う
タ
ブ
ー
が
あ
り
、
二
茸
え
立
ち
前
面
に
船
着
き
の
入
江
、
丁
刀
ニ
エ
ダ
ニ
本
の
岩
が
海
に
突
き
出
二

c

あ
る
。
こ
の
額
は
嘉
永
七
年

社
を
つ
く
っ
た
絵
馬
が
少
な
い
一
因
か

□
人
江
の
す
ぐ
左
岸
に
社
務
所
が
あ
(
-
八
五
四
）
鈴
木
重
胤
の
奉
納

と
あ
る
。
岩
津
も
知
れ
な
い
し
島
に
行
：
る
。
沖
津
宮
に
至
る
道
が
あ
り
小
建
で
、
右
大
臣
藤
原
（
花
山
院
）
家
厚

神
社
は
普
段
は
く
人
も
少
な
い
。
一
物
が
並
ぶ
、
海
上
に
は
小
屋
島
や
天
の
筆
に
成
る
。
絵
馬
師
が
「
名
所

施
錠
し
て
あ
る
絵
馬
は
中
央
に
三
峰

□狗
岩
等
が
描
か
れ
て
い
る
が
名
称
は
図
絵
」
か
ら
島
の
姿
を
、
ま
た
、

が
、
氏
子
総
代
を
描
き
、
ニ
ノ
岳
が
一
番
二
記
さ
れ
て
い
な
い
。
図
絵
の
濠
津
宮
を
と
っ
た
か
、
参

か
ら
開
け
て
も
高
く
描
か
れ
、
剥
落
し
て
一
こ
の
絵
を
も
と
に
し
て
明
治
拝
者
が
実
際
に
そ
の
額
を
見
た
の

ら
っ
た
。
拝
殿
い
る
が
沖
津
宮
は
見
え
ニ
―
-
+
―
年
刊
の
「
大
日
本
名
所
図
録
を
書
い
た
か
は
分
ら
な
い
。
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阜
冒宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

一
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

i
九
十
一
歳
の
山
本
静
子
さ
ん
も
交
り
ゐ
て
宗
像
歌
会
今
日
は
十
人

i
九
十
一
歳
の
方
も
参
加
さ
れ
る
歌
会
。
結
句
に
出
席
者
が
多
い

二
こ
と
を
喜
ぶ
感
じ
が
表
れ
て
い
る
。

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
一
街
路
樹
の
己
れ
誇
れ
る
葉
を
落
と
し
抵
抗
少
な
き
姿
に
立
て
り

3
D

の
青
き
海
底
数
匹
の
魚
影
が
砂
に
口
づ
け
を
せ
り
]
葉
を
落
と
し
た
街
路
樹
を
抵
抗
少
な
き
姿
と
感
じ
た
作
者
も
清
々

詩
情
の
あ
る
う
つ
く
し
い
歌
。
二
句
に
は
助
詞
を
付
け
〈
ー
で
〉
と
し
た
い
。
[
-
し
い
。
木
の
名
が
入
る
と
良
い
の
だ
が
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
i
宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

水
の
う
へ
に
浮
か
び
た
る
ご
と
大
島
が
見
ゆ
る
日
の
あ
り
姫
の
お
る
す
か
一
も
み
じ
か
げ
皇
帝
ダ
リ
ヤ
の
花
ゆ
る
る
庭
眺
め
つ
つ
芋
粥
す
す
る

大
島
が
海
面
を
浮
か
び
漂
う
よ
う
に
見
え
る
の
は
姫
神
が
留
守
一
魅
力
的
な
歌
材
が
多
い
が
、
初
句
は
控
え
め
に
〈
木
々
の
か
げ
〉

だ
か
ら
か
と
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
よ
う
な
発
想
が
楽
し
い
。
一
と
し
て
は
。
美
し
い
庭
を
見
な
が
ら
食
べ
る
芋
粥
は
美
味
し
そ

]
う
だ
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正
＂

待
宵
月
高
く
の
ぼ
れ
る
石
垣
島
三
線
に
の
り
島
唄
き
こ
ゆ
i
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

視
覚
と
聴
覚
で
楽
し
め
る
歌
。
初
句
が
辞
書
に
あ
る
〈
宵
月
の
〉
一
電
線
の
鳩
は
知
ら
じ
な
橋
も
田
も
ヒ
ト
の
つ
く
り
し
う
つ
く
し
き
景

一
な
ら
ば
時
間
が
分
か
り
雰
囲
気
が
出
る

0

I

着
想
が
新
鮮
、
鳩
も
親
し
み
が
あ
り
良
い
。
二
句
の
知
ら
じ
な

-
r
は
語
感
が
古
い
の
で
現
代
的
に
。

'

i

 

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

天
か
け
る
子
の
操
縦
や
冬
晴
れ
の
空
に
一
筋
曳
く
飛
行
機
雲
i
宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

息
子
さ
ん
が
操
縦
す
る
飛
行
機
を
下
か
ら
見
て
い
る
作
者
。
初
[
体
温
の
冷
え
ゆ
v

雀
の
雛
を
掌
に
我
が
命
終
の
思
い
に
ひ
た
る

一
句
に
誇
り
に
思
う
親
心
が
こ
も
る
。
一
雀
の
雛
の
死
に
自
分
の
そ
の
時
を
思
う
作
者
。
四
・
結
句
は
抑

二
ぇ
〈
ー
を
思
い
て
居
た
り
〉
く
ら
い
に
。

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

ぬ
く
も
り
を
寄
せ
合
う
浜
の
潮
騒
に
西
に
き
ら
め
き
朝
風
の
松
一

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
歌
だ
が
分
か
り
難
い
の
が
惜
し
い
。
内
容
を
絞
り
〈
君
一
へ
選
者

I
~

あ
し
た

[
と
身
を
寄
せ
て
朝
の
浜
に
見
る
潮
流
西
に
き
ら
め
き
ゆ
く
を
〉
と
し
て
み
た
。
一
冬
の
水
と
ろ
り
重
た
き
感
じ
に
て
白
水
池
は
ひ
す
い
の
緑

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
一
カ
ワ
セ
ミ
を
漢
字
で
甜
翠
と
表
記
せ
し
過
去
世
の
ひ
と
の
字
遊
び
た
の
し

も
み
じ
散
る
季
節
と
な
り
て
今
日
も
ま
た
ま
ち
子
巻
き
し
て
狭
庭
辺
を
掃
く
一

真
知
子
巻
に
季
節
感
が
あ
り
効
果
的
。
三
句
を
〈
今
朝
も
〉
な
ど
[

と
す
る
と
更
に
冷
感
と
光
が
出
る
。
＂

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
[

「
ユ
キ
ち
ゃ
ん
」
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
声
か
け
る
園
児
に
交
じ
り
わ
れ
も
名
を
呼
ぶ
[

先
月
に
続
く
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
歌
。
園
児
と
一
緒
に
人
気
者
[

ユ
キ
ち
ゃ
ん
を
呼
ぶ
作
者
が
楽
し
い
。
i

-
5暉俳

句
、
作
品
集

宗
像
市
日
の
里

正
月
や
春
を
寿
ぐ
年
始
め

石
松

宗
像
市
武
丸
白
土

又
来
た
る
冬
の
寒
さ
や
皆
ふ
る
え

宗
像
市
多
薦
早
川

新
煤
の
か
ほ
り
し
で
振
る
大
鳥
居

弘
次

凌 祥

所
＿
T
八
―
―
ー
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
二
代
）

発
行
人
藉
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー
[
[
汀
昇
戸
[

樹
氏
原
作
の
映
画
『
永
遠
の
0
』
を
拝
見
致
し
ま

し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
自
分
と
同
世
代
の
方
々

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
で
亡
く
な
っ
た

人
、
生
き
残
っ
た
人
の
苦
し
み
が
描
写
さ
れ
、
涙

が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
▼
安
倍
総
理
の
靖
国

神
社
参
拝
は
、
マ
ス
コ
ミ
が
大
々
的
に
報
じ
、
諸

説
論
じ
て
い
ま
す
が
、
「
…
二
度
と
再
び
戦
争
の

惨
禍
に
よ
っ
て
、
人
々
の
苦
し
む
こ
と
の
な
い
時

代
を
つ
く
る
と
の
決
意
を
込
め
て
、
不
戦
の
哲
い

を
い
た
し
ま
し
た
」
と
の
総
理
の
コ
メ
ン
ト
が
記

憶
に
残
り
ま
し
た
烹
切
詣
で
手
を
合
わ
せ
る
多
く

の
方
々
は
、
家
族
の
幸
せ
や
国
の
平
和
を
祈
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
祈
り
の
本
質
は
戦
前
も
、

戦
後
も
、
今
も
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
了
日
本
人
の
多
く
の
方
に
マ
ス
コ
ミ
の
伝
え

な
い
本
質
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
今
あ
る
平
和
は

ど
の
よ
う
に
築
か
れ
た
の
か
、
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
た
、
そ
ん
な
新
年
で
し
た
。
（
鈴
）

ー庫ぷ『一
つさなみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～高宮祭

第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭 (1 日）

午前 11 時～総社祭
浦安舞奉奏(l日）
盟栄舞奉奏(1 5 日）

..........................................., 

3日節分祭
午前11 時～於＝本殿

豆打ち式
午前 11 時30分～

於＝斎館前

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円 11 日 建国祭 午前 11 時～




